
アプリ開発に
API 中心のアプローチを 

API 中心のアプローチが生み出すメリットおよび本アプ
ローチへの移行に必要なツールについて考察する。 

テクノロジーを活用して価値提供を目指す多くの企業
にとっては、アプリケーションの開発は必要不可欠だ。
プログラムごとに実行させたいタスクは異なるため、
デベロッパーもまた、その方法を多くの選択肢の中か
ら選ぶことになる。

アプリ開発はその複雑さによって、長く煩わしいプロ
セスを伴いがちだ。これをスマートに進める手段はな
いのか。API 中心のアプローチはアプリ開発をスピード
化することにより、この問題を解決することができる。 
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API 中心のアプローチとは

API 中心のアプローチとは、API（アプリケーションプ

ログラミングインタフェース）を活用してウェブサー

ビスを構築する手法を指し、API はアプリケーション間

のデータ交換を担っている。そのため、このアプロ―

チで開発されたアプリはフロントエンドとバックエン

ドの通信を可能にする機能を備えている。

API 中心のアプリ開発方法 

API 中心のアプリは、プログラマーが各機能やクラスが
他の要素と相互運用できるように、また様々な言語で
実装できるように設計・構築されている。 

このプロセスでは、アプリのバックエンドを利用して
コンポーネント（オペレーティングシステム、データ
ベース、他の API など）間のデータ交換をスムーズに
するほか、デベロッパーが個々のアプリケーションを
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API 中心の開発が
DX に与えるインパクト 

ほとんどの企業が、デジタルトランスフォーメーショ

ン（DX）をその戦略のひとつに掲げているが、その方

法は企業によって異なる。

ビジネスのデジタル化は、単に最新のテクノロジーを

保有するということではなく、保持しているテクノロ

ジーを活用し、その真の価値を引き出すことによりデ

ジタルトランスフォーメーションを成功に導くことに

ほかならない。

これには効率化やプロセスの改善が含まれることも多

いと言えよう。API は、このような状況下にあるデータ、

システム、そして人をつなげる重要な役割を果たして

いる。 

一つのサーバーに保存することで、さまざまなフロン
トエンドインターフェイス（ブラウザ、デバイスなど）
との設定を可能にする。 

最新型のアプリケーションは複数のインターフェイス
を使用するため、この機能が不可欠であるとともに、
各アプリケーションが全てのインターフェイスと接続
されている必要がある。

これをスムーズかつ大規模に行うためにはクラウドが
有効だ。しかし、クラウドはアプリケーションの管理
をシンプルにする一方で、セキュリティ面での不安も
残すことだろう。さまざまな脅威に打ち勝つため、セ
キュリティファーストのアプローチを採用することが
重要になる。

API 中心のアプローチのメリット

API はアプリケーションとサービスを結びつける接着剤

のようなものだ。アプリケーションの開発にこのアプ

ローチを採用することで、次のようなメリットを含め、

ビジネスに大きな恩恵をもたらす。 

●ソフトウェア開発を迅速かつ簡単にーソフトウェ

ア開発が「簡単」とされることはめったにない。しかし、

どんなアプリケーションの設計であれ、今より簡単に

することは可能だ。API 中心のアプローチはプロセスを

合理化するだけでなく、コード生成作業の軽減にもつ

ながる。 

●ユーザーエクスペリエンスの向上ー「There’s an 

app for that（なにをするにもアプリがある）」という

時代が到来する以前、デベロッパーはユーザーエクス

ペリエンスをあまり重視していなかった。プログラム

をロジカルに構築することのみに集中すればよくて、

それで業務は完了していた。

その結果、共感を呼ぶようなデザイン性は自ずと欠如

し、最終製品に対する需要も低迷した。さらには、設

計するエンジニアのモチベーションも下がってしまっ

た、というわけだ。しかし、API の登場により、プログ

ラマーの視点は変化する。ユーザーエクスペリエンス

をより理解できるようになったからだ。 

コードの一貫性と継続性は飛躍的に向上した。API 中心

のアプローチでは、デベロッパーは企業全体にビルド

済み API を使用する。これにより、同一プラットフォー

ム上で実行するアプリに対し高い一貫性を提供してい

る。また、API を使用することでコードのメンテナンス

頻度を減らし、継続性の向上を図ることもできる。 

●デバイスに縛られないー使用されるデバイスを問わ

ず、インプットの取得および機能の実行が可能になる。

互換性はもはや障害にならない。

●多様な技術原理の採用を促進ー最新の技術原理に触

れ、今すぐ活用することができる。まず、IoT（モノの

インターネット）／ AI（人工知能）搭載アプリの開発

や展開をよりスムーズに実現するため、企業の様々な

分野で効率性が向上する。加えて API は自動化機能を

サポートするため、従業員による手作業の軽減にもつ

ながるだろう。 

●アジリティを維持した適合性ーアプリは社内外のさ

まざまな要因により、将来的にアップデートや抜本的

な見直しをする必要性がある。API 中心のアプローチは、

アプリケーションの実装と API の開発を切り離すこと
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ができる点で優れており、この場合、アプリは単なる

実装すべきパーツという役割を超えて、適合性や最適

化を向上させる重要な要素となる。

業界を問わず変化を避けられない時代だが、アプリの

構築をこのアプローチに切り替えるだけで、そのマイ

ナスの影響を軽減することができるのだ。 

●記述の強化ーシームレスな管理を実現するために

は技術者かどうかにかかわらず、あらゆる関係者が API

を容易に理解できる状況を整えなければならない。そ

の時間のほとんどが、API 機能を詳述するドキュメン

テーション（全ステークホルダーが理解できるもの）

の作成に当てられている。

API 中心のアプローチを採用することで、ドキュメン

テーションの標準化がはるかに簡単になるだけでなく、

標準から逸脱する内容がある場合にも簡単に追加作成

することができる。 

API 中心のアプローチへの移行

API を使用してテクノロジー間のギャップを埋めるには

ツールが必要だ。IT システムを HCI（ハイパーコンバー

ジド・インフラストラクチャ）に移行することにより、

リソース（自社で所有するか、ベンダーからレンタル

しているかにかかわらず）のスケーリングや管理が容

易になるため、API中心の開発を促進することができる。 

● Nutanix Enterprise Cloud ー Nutanix Enterprise 

Cloud のプラットフォームは、ものごとをできるだけ

シンプルにし、最適なパフォーマンスと可用性が価値

実現までの時間を短縮する。

すでにお伝えした通り、API アプリの開発には堅牢なク

ラウドが必要だ。Nutanix のクラウドを採用すること

によって、パフォーマンス予測や高い可用性を実現で

きるほか、管理もワンクリックで行うことができる。

●最新のデータセンター ー HCI は複雑性を解消し、

レガシーシステムに対する依存度を軽減することでコ

スト削減を可能とするソリューション。従来型のデー

タセンターで現代のビジネススピードに対応すること

は簡単ではないが、HCI を採用することでインフラス

トラクチャをよりアジャイルに、よりインテリジェン

トに進化させ、総保有コストの削減につなげることが

できる。 

●ハイブリッドクラウドー企業全体の API 関連業務

の統合にハイブリッドクラウドを採用することでアプ

リやデータを余さず一元管理することができる。また、

マルチクラウド環境のアプリケーションは可動性が高

いため、必要に応じて別のクラウドに移行させること

も可能だ。さらには、アプリの管理がその基盤である

インフラストラクチャから切り離されるため、アプリ

間の相互運用性も向上する。それこそがこのソリュー

ションの真のメリットといえるだろう。

（2020 年 7 月 1 日 , THE FORECAST by NUTANIX） 
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